
令和６年度 生徒会スローガン

BOND：絆
B ：Bound 小さな挑戦の積み重ねで 翔び上がる
N ：Next step 自信をつけ 次のステップへ
D ：Discoveries つながりの中で良さを 発見

河北中学校の伝統を受け継ぎ、さらに
高めるためには「人との繋がりと地域との
繋がり」がとても大切です。河北中はもち
ろん、地域とも手を取り合って、一つの輪
をつくりたいと考えています。「絆は、人と
人との強いつながりの中で生まれた、寄り
深い関わり」という意味を持つととらえて
います。顔と顔を突き合わせ、手と手を取
り合って強く繋がっていきたいという願
いを込めました。「想いを結び 未来へ繋
げる輪」は、河北中からの発信が地域と調
和し、一つの大きな輪になることが、未来
を拓くことになるという意味です。４５年
もの長い月日の中で先輩方が紡ぎ続けて
くださった伝統の上に今の河北中があり
ます。４６年目の今年は、これまでとこれからの河北中生徒会の想いと繋がり、絆を深めな
がら新たな一歩を踏み出しましょう。～ 生徒会副会長 日下部緋万里さん のあいさつから ～

５月９日(木)生徒総会が開催されまし
た。生徒の主体的な話し合いを通して、一
人一人が河北中学校生徒会の一員である
ことを自覚し、学校生活を振り返りながら
成果と課題を見つけ出し、自分たちで充実
した学校生活を送ろうとする力を育てる
ことがねらいです。よりよい学校生活の実
現に向けて提案された議案書をもとに、
学級討議を経て、活発な質疑応答が行わ
れ充実した話し合いとなりました。スロー
ガンのキーワードは、「絆」「想いを結び」

第 ２ 号 令和 ６ 年 ５ 月 ３１ 日 校 長 鈴 木 正 直

河北 中 だよ り



「繋げる輪」です。お互いを理解し、補い合い、支え合うことで、絆は生まれます。喜びや苦し
みを分かち合い、希望を持ち続け、困難を乗り越えてこそ、絆は育まれていくものです。簡
単につながった物事は簡単に離れてしまうものです。お互いが絡み合って結ばれたもの
は、頑丈です。そう簡単に離れることはありません。「結」は糸へんに吉と書きます。結ばれ
ていれば、何かいいことがきっと起こるはずです。一人一人の想いが結ばれて、仲良く和と
なり、大きな輪となって広がっていくことが楽しみです。これからも、気づき・考え・行動し、
つながりの中で、みんなで楽しく自立する力をつけていきましょう。

河北中では年間を８つの節に分け、目標
を立てて活動しています。
第１節の目標は「学級や学年の絆づく

り」です。新しい出会いを大切にしながら、
授業や各学年の修学旅行・仙台研修・地域
探訪の準備に意欲的に取り組んできまし
た。綿密な計画と当日の協力のおかげで、
それぞれの旅は大成功でした。ルールとマ
ナーを守りながら、仲良く楽しみ、多くの
ことを学ぶことができたようです。その目で見て耳で聞いて、心で感じて研修地の魅力を
たっぷり味わってきました。そして、何よりも自分自身や友達、ふるさとを見つめ直し、その
良さに気づくことができ、学年や学級の「横の絆」がぐんと太く強くなったようです。
第２節の目標は部活動の強化です。「価値ある勝ち」へ全校が一丸となって突き進む時で

す。心一つに精一杯活動し、学級や学年の枠を超えた「縦の絆」をつないでいきましょう。

●SAJ日本スキー連盟ジュニアスノーボード栂池大会
優 勝 ビッグエアー 髙木咲楽③
第３位 スロープスタイル 髙木咲楽③

●地区駅伝競走大会 (男女ともに県大会出場 １０／５)
男子第２位 １区 後藤凌明② ２区 山口時生③

３区 沼澤旺志③ ４区 佐藤央和③
５区 庄司璃空③ ６区 茨木優志③

女子第２位 １区 黒田琳子① ２区 石川來華② ３区 松田悠① ４区 松田日那③ ５区 松田芽依③
区間賞 男子４区 佐藤央和③ 女子3区 松田 悠① 女子４区 松田日那③

●べにばなカップバスケットボール大会
第２位 男子バスケットボール部 優秀選手賞 日下部喜三郎

斉藤諒馬さん（平成２５年度卒業 溝延小出身 F/193cm/横河電機・UTSUNO
MIYA BREX.EXE) が「FIBA 3×3 アジアカップ2024シンガポール大会」で、
日本代表として活躍し、７位でした。その後パリオリンピック最終予選で敗れ、
今後は２０２８年に開催されるロサンゼルスオリンピック出場を目指します。
斉藤選手の「大いなる夢への挑戦」は、まだまだ続きます。卒業生もそれぞれの
道で頑張っています。夢を持ち続ける限り 努力し続ける限り 夢は遠くない！
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